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序 論

認知的制御とは，状況に応じて適切な刺激や反

応を選択したり，その環境的文脈を維持・監視し

たりしながら，目標志向的な行動を生み出す能力

をいう（Botvinick,Braver,Barch,Carter,＆

Cohen,2001，参照）。そうしたヒトの制御機能

を明らかにするために，課題無関連な刺激からの

干渉や競合事態を引き起こすストループ課題やフ

ランカー課題がよく使用される。

フランカー課題では，中央の標的とその両側に

課題無関連なフランカー（ノイズ）を配した刺激

に対して左右いずれかの手で反応を要請する。そ

の標的に応じた反応時間は標的とフランカーが同

じ場合（例えば，“HHHHH”，一致刺激）に比

べて異なる場合（例えば，“SSHSS”，不一致刺

激）に延長する（フランカー効果，Eriksen＆

Eriksen,1974）。このフランカー効果には認知的

制御の関与が推定されている。不一致刺激のフラ

ンカーは自動的に誤反応準備を引き起こすため，

標的に応じた正反応を賦活させるにはその誤反応

賦活を抑制する必要がある。この一致刺激には不

要な抑制という認知的制御によって処理時間の延

長が生じる（Coles,Gratton,＆ Donchin,1988;

Eriksen ＆ Schultz,1979;Gratton,Coles,

Sirevaag,Eriksen,＆ Donchin,1988）。さらに，
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要旨

フランカー課題遂行において，先行試行が一致刺激であった場合よりも不一致刺激であった場合にフランカーによ

る干渉効果が小さくなるといわれている（一致性連続効果，congruencysequenceeffect,CSE）。CSEの解釈と

して，現在まで，トップダウン型の注意制御に基づく説明とボトムアップ型の刺激反復プライミングに基づく説明

が提唱されている。本研究は標的／反応反復要因と反応手の要因を操作し，反応時間と片側性準備電位

（lateralizedreadinesspotential,LRP）からCSEにおける反応要因の影響を調べることとした。14名の実験参加

者は矢印を使用したフランカー刺激（例えば，＞＞＞＞＞，＜＜＞＜＜）に対して，中央の標的刺激の向きに応じ

た左右の手で反応することを求められた。結果は，標的刺激／反応反復条件でのみCSEが認められ，それは非利き

手で反応する場合に大きくなった。また，標的刺激／反応反復条件のLRPは，非利き手反応後に積極的な抑制が

かかっていることを示唆した。以上の結果から，CSEは刺激反復プライミングに加え反応反復抑制に伴う認知的制

御により生じることが推察された。
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そうしたフランカー効果量は直前の試行の刺激一

致性によって異なる （一致性連続効果，

congruencysequenceeffect,以下CSEと略す）

（Gratton,Coles,＆ Donchin,1992）。CSEは，

先行試行の一致刺激と不一致刺激をそれぞれ

“c”と“i”という小文字で，現行試行のそれら

を“C”と“I”という大文字で表わすと，先行

試行が一致刺激であった場合のフランカー効果

（cI試行とcC試行における反応時間（以下，斜体

で表示）の差：cI・cC）は不一致刺激であった

場合のフランカー効果（iI・iC）よりも大きくな

る（（cI・cC）－（iI・iC）＞0）。

こうしたCSE現象に対しては，大別して，トッ

プダウン型の注意制御に基づく説明とボトムアッ

プ型の記憶連合に基づく説明がある（Egner,

Ely,&Grinband,2010）。まず，注意制御に基づ

く説明であるが，その観点からはさらに二つのモ

デルが提唱されている。一つは“期待による注意

制御モデル”（Grattonetal.,1992），もう一つ

は“葛藤監視モデル”（Botvinicketal.,2001）

である。前者の期待による注意制御モデルは，先

行試行が不一致試行（i）の場合には注意の範囲

を狭くして，次試行の標的に焦点化して処理しよ

うとする。これに対して葛藤監視モデルでは，不

一致刺激に対する葛藤状態を検知すると，直ちに

認知的制御が働いて現行の注意セットを強め，課

題無関連なフランカーを無視して課題関連の標的

へと注意を焦点化する。そして，そうした処理方

略は次試行にも持ち越される。いずれにせよ，先

行試行が不一致刺激で注意が標的に焦点化される

と，続く不一致試行（iI）ではフランカーによる

誤反応賦活がなくなり，反応時間は短縮するが，

一致試行（iC）ではフランカーによる正反応賦活

の促進がなくなり，反応時間が延長する。結果と

してフランカー効果（iI・iC）は小さくなる。他

方，先行試行が一致刺激の場合には注意の焦点化

はなく，続く一致試行（cC）と不一致試行（cI）

ともにフランカー効果（cI・cC）はほとんど影

響を受けない。その結果として，フランカー効果

は不一致試行が先行する条件よりも一致試行が先

行する条件で大きくなり（（cI・cC）＞（iI・iC）），

CSEが生起する。もう一つのボトムアップ型記憶

連合に基づく考えでは，標的とフランカーを含む

全刺激列が反復するiI試行（例えば，“＜＜＞＜

＜”に続く“＜＜＞＜＜”）とcC試行（例えば，

“＞＞＞＞＞”に続く“＞＞＞＞＞”）では，反

復プライミング効果として反応時間が短縮する。

他方，標的／反応のみが反復する試行（例えば，

“＞＞＞＞＞”に続く“＜＜＞＜＜”，“＞＞＜＞

＞”に続く“＜＜＜＜＜”）及び全刺激列非反復

試行では反応時間は短縮しない。したがって，フ

ランカー効果は不一致試行が先行する条件

（iI・iC） よりも一致試行が先行する条件

（cI・cC）で大きくなり，CSEが生じると説明

さ れ る （Mayr, Awh, ＆ Laurey, 2003;

Nieuwenhuis,Stins,Posthuma,Polderman,

Boomsma,＆ deGeus,2006）。

Davelaar＆ Stevens（2009）はCSEが注意の

焦点化によるiCの延長とiIの短縮で生じるのか，

刺激反復プライミングによるcCとiIの短縮で生

じるのか，上記の例のような矢印の先端部分を刺

激として検討した。その実験では，中立刺激（例

えば，－－＜－－）の試行（n）も追加され，も

しCSEが不一致試行後の注意焦点化によって生じ

るなら，標的／反応反復，非反復にかかわらず，

iIは短縮するが，cIは（中立試行が先行する）nI

と変わらず（cI＝nI＞iI），また，iCは延長す

るが，cCはnCと変わらないであろう（iC＞nC

＝cC）；他方，CSEが刺激反復プライミングに

よって生じるのなら，標的／反応反復試行のiI

とcCはそれぞれ中立刺激が先行するnIとnCに

比べて短縮するであろう（cI＝ nI＞ iI，iC＝

nC＞cC）と予測した。結果は標的／反応反復の

iIとcC試行でのみ反応時間が短縮してCSEが生じ，

非反復条件ではCSEが消失した。すなわち，この

結果は刺激反復プライミングに基づく考え

（Mayretal.,2003）を支持するものであった。

しかしながら，この実験を行ったDavelaar＆

Stevens（2009）は，葛藤監視モデルを拡張して，

葛藤の程度に応じて全刺激列と反応との結合が強

められるという考えを提案した。この拡張葛藤監

視モデルによると，例えば，不一致刺激“＜＜＞

＜＜”によって生じた強い葛藤により，全刺激列

と右手反応の結合が強まり，続く全刺激列反復試
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行（iI）の反応時間が短縮する。同様に，一致刺

激の全刺激列反復試行（cC）においても反応時

間は短縮するが，不一致刺激に比べて葛藤が弱い

だけに全刺激列と反応との結合は弱く，その短縮

時間は少ない。一方，標的／反応非反復条件では，

そうした刺激－反応結合が次の試行で適用できな

いためにCSEが生じないと考えている。こうした

CSEの発現機序をめぐる論争は，CSEが標的／反

応非反復条件でも認められることから，一般的に

は注意制御と標的／反応反復のいずれもが影響す

るという考えになってきている（Egner,etal.,

2010）。

他方，こうした認知的制御が関与する事態で

反応反復に伴う問題も指摘されている。

Steinhauser,Hubner,＆ Druey（2009）は誤反

応を惹起しやすい条件下（例えば，課題切り替え）

では誤反応リスクを減弱するための反応反復抑制

が生じることを片側性準備電位（lateralized

readinesspotential,LRP）で示唆した。そこで

は，課題に応じた手で反応した後，その反応に伴

うLRPとは逆方向に電位が徐々に変動し，次の

試行に向けて同じ手による反応反復を積極的に抑

制することを示した。この示唆を踏まえると，反

応反復抑制は反応競合とともに反応反復を含むフ

ランカー課題においても生じ，上記のCSEにも影

響する可能性がある。さらに，利き手，非利き手

という反応における非対称性も考慮すると，制御

性に劣る非利き手では誤反応回避に向けて反復反

応抑制が強く働くと予測できる。 特に，

Davelaar＆ Stevens（2009）のように矢印を刺

激とすると，自動的に運動前野が賦活されて

（Verleger,Vollmer,Wauschkuhn,van der

Lubbe,＆ Wascher,2000）誤反応が誘発される

危険性が強まり，非利き手での反応反復抑制が強

まると予測できる。

そこで本研究はCSE生起にかかわる反応要因を

明らかにすることを目的として， 第一に

Davelaar＆ Stevens（2009）が報告する標的／

反応反復時におけるCSE効果の検証，第二にCSE

における利き手と非利き手の効果を反応時間と

LRPから探ることとした。 本研究では，

Davelaar＆ Stevens（2009）と同様に矢印の先

端部分を用いてフランカー刺激を作成し，標的と

フランカーの向きが一致する条件と一致しない条

件を設け，その中央の標的の向きに応じて，左右

いずれかの手で反応することを求めた。こうした

刺激では，日常経験で備わった刺激と反応の整合

性の高い関係（例えば，左向き矢印なら左手）に

基づく自動的な反応賦活が起こりやすく，明瞭な

フランカー効果が期待できる。先行研究の知見を

踏まえると（Davelaar＆ Stevens,2009），CSE

は標的／反応反復条件においてのみ生じるであろ

う。またそれは認知的制御をより必要とする非利

き手で顕著になると予測できる。こうした認知的

制御が強まるのであれば，非利き手で反応した試

行の後では特に反応反復抑制を反映するLRPの

電位変動が観察されるであろう。

方 法

実験参加者 大学生14名（女性13名，範囲19－

20歳）が実験に参加した。すべての実験参加者は

右手利きで，矯正視力を含め正常な視覚機能を有

していた。実験に先立ち，書面にて実験協力の同

意を得た。

刺激と課題 課題刺激として矢印の先端部分で

構成したフランカー刺激（一致：＜＜＜＜＜，＞

＞＞＞＞，不一致：＞＞＜＞＞，＜＜＞＜＜）を

用いた。実験参加者の課題は，フランカー刺激の

中央の標的の向きに応じて左右いずれかの第２指

で反応ボタンを押すことであった。課題刺激は黒

色で白の背景画面に呈示し，その大きさは視角に

して各矢印の先端部分が0.9°×1.0°，全体では横

6.5°×縦1.0°であった。１試行は，空白画面1000

ms間の後，フランカー刺激をボタン押し反応ま

で，あるいは最大1500msまで呈示した。４つの

課題刺激のパターンは等確率でランダムな順序で

あった。これらの刺激呈示はApplePowerMac

G4コンピュータを使用し，PsyScopesoftware

（Cohen,MacWhinney,Flatt,＆ Provost,1993）

で制御した。

手続き 実験参加者は記録電極装着後，電気シー

ルドルームに入って実験に関する教示を受けた。

実験参加者は眼前60cmに設置されたディスプレ
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イに向かい，顔面固定台で頭部が固定された状態

で１ブロックの練習試行を受け，引き続いて，10

ブロックの本実験を行った。各ブロックはウォー

ムアップ２試行と続くテスト96試行，計98試行で

構成されていた。

記録と分析 課題刺激後150msから800ms間

で生じた反応を正答と誤答に分け，反応時間は正

反応に要した時間として算出した。脳波は銀－塩

化銀（Ag-AgCl）皿電極を使って，左耳朶を基

準電極として国際10－20電極法の５部位Fz・Cz・

Pz・C3・C4から導出した。同時に垂直眼球電図

（EOG）をFpzから，水平EOGを左右眼角の外側

約1cmから記録した。電極抵抗はすべて5kΩ以

下とした。 脳波とEOGはMA1132増幅器

（DigitexLab社製）によって帯域通過周波数0.05

－30Hzのフィルタを使用して増幅した。A/D変

換のサンプリング間隔は5msであった。

最初の2試行はウォームアップ試行として反応

時間とERPデータから除外した。さらにERP分

析は誤反応試行，分析区間中にEOGあるいはノ

イズの影響として±100μV以上の電位変化がみ

られる試行を除外した後，条件・部位ごとに加算

処理した。

反応時間と誤答率は，反応（左手，右手），反

復（反復，非反復），現行試行の一致性（C，I），

先行試行の一致性（c，i）の要因を設定し，反復

測度分散分析を行った。さらに，標的／反応反復，

非反復別に先行試行と現行試行の組み合わせで，

cC，iC，cI，iIに分けて分析し（Table1参照），

（cI・cC）－（iI・iC）でCSEを算出した（Egner

etal.,2010:Nieuwenhuisetal.,2006）。こうし

たCSEに対しても反復（反復，非反復）×反応

（左手，右手）の反復測度分散分析を実施した。

LRPは運動野に近いC3とC4部位で記録された

ERPから算出し，6Hzのローパスフィルタをか

けた。LRPは先行試行における反応手別に，左

手反応時のC3部位で記録したERPからC4部位で

記録したERPを減算した差分電位，及び右手反

応時のC3記録ERPからC4記録ERPを減算した差

分電位として求めた。LRP処理区間は現行試行

の課題刺激呈示前1500msから刺激後500msで

あり，基線は刺激前1500－1200ms間の平均電位

とした。

結 果

行動指標 Table2に左右手反応における反応

時間と誤答率の各平均と標準偏差を示す。いずれ

の条件においても現行試行の一致刺激より不一致

刺激に対して反応時間が延長し，一致性効果（フ

ランカー効果）が認められた。誤答率においても

同様の結果を示しており，反応時間の結果は速さ

と正確さのトレードオフによるものではなかった。

加えて，そうした一致性効果は反復条件で先行試

行が一致刺激であった場合に大きくなり，とくに

左手反応条件で顕著であった。こうした反応時間

の平均CSEと標準誤差をFigure1に示す。

Table2に示す反応時間に基づき，反応（左手，

右手）×反復（反復，非反復）×現行試行の一致

性（C，I）×先行試行の一致性（c，i）の４要因

反復測度分散分析を行ったところ，４要因の交互

作用が有意となった（F（1,13）＝27.36,p＜

.001,η 2
p＝.68）。そこで，左右手別に反復×現行

試行の一致性×先行試行の一致性の３要因反復測

度分散分析を実施した。左手反応の結果は，反復

と現行試行の主効果，及び反復と現行試行の交互

作用を認めた（それぞれ，F（1,13）＝7.66,p＜

.05,η 2
p＝.37;F（1,13）＝165.45,p＜.001,η 2

p

＝.93;F（1,13）＝18.29,p＜.001,η 2
p＝.58）。

さらに，３要因の交互作用が有意となった（F

（1,13）＝81.36,p＜.001,η 2
p＝.86）。続く単純・

単純主効果検定は，反復と先行試行の要因におけ

るすべての条件において現行試行の一致性効果
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（反復・非反復とも，cC＜cI;iC＜iI）が認め

られた（すべて，F（1,52）＞58.51,p＜.001）。

また，反復条件においては cCが iCよりも，iI

がcIよりも短縮したのを反映して（cC＜iC;iI

＜cI），先行試行の一致性効果が有意であり（そ

れぞれ，F（1,52）＝12.32,p＜.001;F（1,52）

＝61.01,p＜.001），非反復条件においては反対

にcCはiCよりも延長したのを反映して（cC＞

iC），一致試行で先行試行の一致性効果が有意と

なった（F（1,52）＝5.54,p＜.05）。右手反応の

結果は，反復と現行試行の主効果，及び現行試行

と先行試行の交互作用を認めた（それぞれ，

F（1,13）＝17.68,p＜.01,η 2
p＝.58;F（1,13）

＝89.85,p＜.001,η 2
p＝.87;F（1,13）＝8.92,

p＜.05,η 2
p＝.41）。また，３要因の交互作用も

有意となった（F（1,13）＝11.59,p＜.01,η 2
p＝

.47）。続く単純・単純主効果検定は，左手反応と

同様に，反復と先行試行の要因におけるすべての

条件において現試行の一致性効果（反復・非反復

とも，cC＜cI;iC＜iI）が認められた（すべて，

F（1,52）＞26.85,p＜.001）。また，反復条件に

おいては，cCがiCよりも，iIがcIよりも短縮

したのを反映して（cC＜ iC;iI＜ cI），先行

試行の一致性効果が有意となった（それぞれ，

F（1,52）＝6.73,p＜.05;F（1,52）＝16.84,p＜

.001）。

誤答率も同様に４要因反復測度分散分析を行っ

たところ，反応，現行試行，先行試行の主効果が

有意となった（それぞれ，F（1,13）＝6.48,p＜

.05,η 2
p＝.33;F（1,13）＝31.28,p＜.001,η 2

p

＝.71;F（1,13）＝10.32,p＜.01,η 2
p＝.44）。さ

らに，現行試行×先行試行の交互作用も認められ

た（F（1,13）＝18.93,p＜.001,η 2
p＝.59）。続

く単純主効果検定は，先行試行の一致と不一致の

いずれの条件においても現行試行の一致性効果

（cC＜cI;iC＜iI）が有意となった（それぞれ，

F（1,26）＝44.64,p＜.001;F（1,26）＝15.45,
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Table2.Meanreactiontimes（ms）anderrorratesasafunctionoftarget/responserepetition
（Repetition;Nonrepetition）,currenttrialtype（Congruent;Incongruent）,andprevioustrialtype（c,
congruent;i,incongruent）withleft-handandright-handresponses.

Note:Standarddeviationsarenotedinparentheses.

Figure1.Congruencysequenceeffectswithleft-hand
and right-hand responses on target/response
repetitionandnonrepetitiontrials.
Theerrorbarsindicatestandarderrorsofthemeans.
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p＜.001）。また，現行試行の不一致条件におい

てはcIの誤答率がiIよりも高かったことを反映

して（iI＜cI），先行試行の一致性効果が有意で

あった（F（1,26）＝26.72,p＜.001）。

CSEに対して反復（反復，非反復）×反応（左

手，右手）の反復測度分散分析を行った結果，反

復の主効果及び反復×反応の交互作用が認められ

た（それぞれ，F（1,13）＝40.40,p＜.01,η 2
p

＝.76;F（1,13）＝23.36,p＜.01,η 2
p＝.68）。す

なわち，CSEは反復条件でのみ認められ（反復,

36ms;非反復,－7ms），また左手条件の方が

右手条件よりもCSEが大きかった（反復／左手,

44ms;反復／右手,29ms）。誤答率においても

CSEを算出し，反復測度分散分析を行ったが，い

ずれの主効果及び交互作用も認められなかった。

LRP 先行試行の左右の反応手と一致性の４カ

テゴリでLRP波形を算出した。Figure2に示す

ように，先行刺激の一致性にかかわらず，左手条

件では現行試行に入る前に左右手のバランスが取

れて中立位置に戻っていたのに対し，右手条件で

は現行試行開始時点でまだ右手反応優位が残って

いた。現行試行の刺激呈示前200－100ms間と

100－0ms間の平均電位に対して基線との間でt

検定を行ったところ，右手条件は200－100ms間

（一致,－1.3μV;不一致,－1.5μV）で有意

な反応賦活がみられ（それぞれ，t（13）＝2.79,

p＜.05,r＝.61;t（13）＝3.41,p＜.01,r＝.69），

100－0ms間（一致,－0.9μV;不一致,－1.0

μV）でも残存した（それぞれ，t（13）＝1.92,

p＜.10,r＝.47;t（13）＝2.09,p＜.10,r＝.50）。

他方，左手条件はいずれの区間（200－100ms間:

一致,－0.1μV;不一致,－0.4μV;100－0m

s間:一致,0.3μV;不一致,－0.3μV）でも有

意な電位の発達は認められなかった。

考 察

本研究は，CSE生起にかかわる反応要因を検討

することを目的として反応時間及びLRPを測定

した。 反応時間に関しては， Davelaar＆

Stevens（2009）と一致して標的／反応反復条件

でCSEを認めた。 この結果は注意制御説

（Grattonetal.,1992;Botvinicketal.,2001）を

支持せず，むしろ，cCとiI試行における刺激反復

プライミングによる効果として解釈できる

（Mayretal.,2003;Nieuwenhuisetal.,2006）。

しかし，CSEは制御性に劣る左手反応で大きかっ

た。CSEが単にプライミング効果によるものなら

ば，左右の手で生じるCSEは同程度になるはずで，

刺激反復プライミングのみによる説明も難しい。

拡張葛藤監視モデルに基づくと，標的とフラン

カーを含む全刺激列が反復するcCとiI試行では刺

激－反応結合が強められて反応が促進され（cC

＜iC，iI＜cI），その結果としてCSE（（cI・cC）－

（iI・iC））が生じたと解釈できる。さらに，左手

（非利き手）反応でCSEが大きくなった結果も，

制御性に劣る左手反応時には葛藤に伴う認知的制

御がさらに加わると考えれば，それは右手反応よ

りも刺激－反応結合を強めたと推察できる。すな

わち，左手反応時のcCとiIの短縮が右手反応時

よりも大きくなることによって，左手反応時の

CSEが大きくなったと推定できる。この推定通り

に，もし左手反応時のcCとiI試行における反応時

間の短縮によって左手反応のCSEが大きくなった
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Figure2.Grandaveraged（N=14）waveformsof
lateralizedreadinesspotential（LRP）.
Thewaveformsareoverlappedforcongruent（C）and
incongruent（I） stimuli（thick and thin lines,
respectively）withleft-handandright-handresponses
（solidanddashedlines,respectively）ontheprevious
trials.Negativityisupwardforright-handresponses
anddownwardfortheleft-handresponses.Thezero
point（Y-axis）indicatesthecurrentstimulusonset.
Theonsetofthebutton-pressresponseson the
previoustrialcorrespondsto－1000ms.Thegraybar
denotestheperiodinwhichttestswereconducted.
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のであれば，左手反応時のiCとcCの差（iC－

cC）及びcIとiIの差（cI－iI）は右手の場合よ

りも大きくなるはずである。しかしながら，左手

反応時のcIとiIの差（496ms－465ms）が31

ms，右手反応時の差（458ms－440ms）が18

msで推定通りであったが，左手反応時の iCと

cCの差（416ms－402ms）と右手反応時の差

（407ms－396ms）はそれぞれ14msと11msで

ほとんど違いはなかった（Table2参照）。した

がって，拡張葛藤監視モデルも本研究の結果を部

分的にしか説明できない。

もし刺激反復プライミングによる反応時間の短

縮が左手反応と右手反応で変わらないとすると，

上記の考察からcC試行では反応時間の短縮（iC－

cC）が13ms（左手14ms，右手11msの平均）

と推定され，iI試行では右手反応時の短縮（cI－

iI）を左手反応にも適応して18msと推定してみ

よう。ここで左手反応時のcI試行には反応時間に

13ms（左手反応時cI（31ms）－18ms）の残

余が生じる。この左手反応時のcIにおける13ms

の延長は，まさに，標的／反応反復条件のCSEに

おける左手反応時（44ms）と右手反応時（29

ms）の差（15ms）にほぼ符合し，そのcI延長

が左手反応時のCSEを大きくしたように見える。

問題はこの左手反応時のcI試行における13ms

（あるいは，15ms）という反応時間の延長が何

によってもたらされたかである。

上記の標的／反応反復条件の左手反応時に見ら

れたcIの延長には，現行試行前に生じた運動皮

質の賦活がかかわっている可能性がある。本研究

で得られたLRPを見ると，左手反応後には次の

現行試行に向けて左右手の賦活バランスが取れた

中立位置に戻ることを示した。 すなわち，

Steinhauseretal.（2009）の主張を拡張して，左

手で反応した場合には，次試行の刺激呈示に先行

して（反応反復抑制を含めた）積極的な反応の制

御が行われていることを示唆した。この左手反応

時の積極的な反応制御がcI試行における反応時間

の延長をもたらしたのではないであろうか。標的

／反応反復条件のcI試行において，先行試行の一

致刺激（＜＜＜＜＜）に続いて現行試行の不一致

刺激（＞＞＜＞＞）が呈示されると，先行試行の

左手反応によって生じた（左手反応の反復を抑制

する）積極的な反応制御と現行試行のフランカー

方向に応じた右手反応の賦活が協調して，標的に

対する左手反応との間に葛藤が強く生じた可能性

がある。他方，右手反応のLRPは次試行の前で

もまだ右手反応にバイアスがかかった状態であり，

先行試行の一致刺激（＞＞＞＞＞）に続いて現行

試行の不一致刺激（＜＜＞＜＜）が呈示されても，

フランカーによる左手反応の賦活はそれほど右手

反応に影響を与えなかったように見える。

結論 矢印の先端部分を用いたフランカー課題

の反応時間とLRPの結果から，CSE生起には反

応反復と非利き手の要因が関与していることが明

らかとなった。そこでは，刺激反復プライミング

に加え反応反復抑制にかかわる認知的制御が働い

ていることが推察された。認知的制御の検討にあ

たっては，今後はさらに反応制御も考慮していく

必要があろう。

引用文献

Botvinick,M.M.,Braver,T.S.,Barch,D.

M.,Carter,C.S.,＆ Cohen,J.D.（2001）.

Conflictmonitoringandcognitivecontrol.

PsychologicalReview,108,624-652.

Cohen,J.D.,MacWhinney,B.,Flatt,M.,＆

Provost, J.（1993）. PsyScope: An

interactivegraphicsystem fordesigning

and controlling experiments in the

psychology laboratory using Macintosh

computers.BehaviorResearch Methods,

InstrumentsandComputers,25,257-271.

Coles,M.G.H.,Gratton,G.,＆ Donchin,E.

（1988）.Detecting early communication:

Using measures of movement-related

potentials to illuminate human

information processing. Biological

Psychology,26,69-89.

Davelaar, E. J., ＆ Stevens, J.（2009）.

Sequentialdependenciesin theEriksen

flankertask:Adirectcomparisonoftwo

competingaccounts.PsychonomicBulletin

―71―



愛知淑徳大学論集 ―心理学部篇― 第３号

＆ Review,16,121-126.

Egner,T.,Ely,S.,＆ Grinband,J.（2010）.

Going,going,gone:Characterizing the

time-course of congruency sequence

effects.FrontiersinPsychology,1,1-8.

Egner,T.,Etkin,A.,Gale,S.,＆ Hirsch,J.

（2008）. Dissociable neural systems

resolve conflictfrom emotionalversus

nonemotionaldistracters.CerebralCortex,

18,1475-1484.

Eriksen,B.A.,＆ Eriksen,C.W.（1974）.

Effects of noise letter upon the

identification ofa target letter in a

nonsearch task. Perception ＆

Psychophysics,16,143-149.

Eriksen,C.W.,＆ Schultz,D.W.（1979）.

Informationprocessinginvisualsearch:

A continuous flow conception and

experimental results. Attention,

Perception,＆ Psychophysics,25,249-263.

Etkin,A.,Egner,T.,Peraza,D.M.,Kandel,

E.R.,＆ Hirsch,J.（2006）.Resolving

emotionalconflict:Arolefortherostral

anteriorcingulatecortexinmodulating

activity in theamygdala.Neuron,51,

1-12.

Gratton,G.,Coles,M.G.H.,＆ Donchin,E.

（1992）.Optimizingtheuseofinformation:

Strategic control of activation of

responses. Journal of Experimental

Psychology:General,121,480-506.

Gratton,G.,Coles,M.G.H.,Sirevaag,E.J.,

Eriksen,C.W.,＆ Donchin,E.（1988）.

Pre- and poststimulus activation of

responsechannels:A psychophysiological

analysis. Journal of Experimental

Psychology: Human Perception and

Performance,14,331-344.

Mayr,U.,Awh,E.,＆ Laurey,P.（2003）.

Conflictadaptationeffectsintheabsence

ofexecutivecontrol.NatureNeuroscience,

6,450-452.

Nieuwenhuis,S.,Stins,J.F.,Posthuma,D.,

Polderman,T.J.C.,Boomsma,D.I.,＆

deGeus,E.J.（2006）.Accounting for

sequentialtrialeffects in the flanker

task:Conflictadaptation orassociative

priming?Memory＆ Cognition,34,1260-

1272.

Steinhauser,M.,Hubner,R.,＆ Druey,M.

（2009）. Adaptive control of response

preparedness in task switching.

Neuropsychologia,47,1826-1835.

Verleger,R.,Vollmer,C.,Wauschkuhn,B.,

vanderLubbe,R.H.J.,＆ Wascher,E.

（2000）. Dimensional overlap between

arrowsascueingstimuliandresponses?

Evidence from contra-ipsilateral

differencesinEEG potentials.Cognitive

BrainResearch,10,99-109.

―72―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 1.8)
  /CalRGBProfile (KODAK DC Series Digital Camera)
  /CalCMYKProfile (Japan Standard v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 360
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 360
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


